
 

    

ｄ ドリルで穴をあけていない塩ビパイプに黒い内装被覆のコードを通し、塩ビパイプの

先端から出てきたコードと千枚通しの針をハンダ付けする。 

 

① 中間スイッチの取り付け 

ａ 白い内装被覆のコードのついた千枚通しの柄を塩ビパイプに挿入する。その際、

柄の針側が塩ビパイプから２～３cm出るようにする。      

 

 

  ｂ 塩ビパイプのドリルの穴から出ている白い内装被覆のコードを引き出し、塩ビパ

イプの中のたるみをとる。また、コードを穴から10cm のところで切断し、コードの

先端から2cm被覆を剝いて、芯線を右回りに撚る。  

 

 

 

 

 

 ｃ 外装被覆が付いたコードの白い内装被覆のコードをドリルで穴をあけた塩ビパイ

プの間の端から入れてもう一方のドリルの穴から引き出す。（少し難しい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2∼3cm 

10cm 
2cm 

この部分を 

ここから入れて 
ここから引き出す 

 

 
 

テスター等を用いて、電源プラグと千枚通しの針の間の通電及び短絡（ショート）

の有無について確認する。 

① スイッチが付いていない電撃棒の針とプラグの差し込み金具の一方をテスターに

つなぎ通電があればOK 

 

 

 

 

 

 

 

② スイッチが付いている電撃棒のスイッチを ONにした状態で、スイッチの付いた電

撃棒の針と①で通電がなかったプラグの差し込み金具にテスターをつなぎ通電があ

ればOK 

③ また、②の状態でスイッチをOFFにして通電がなければOK 

 

 

 

 

 

 

 

④ 電撃棒のスイッチを入れた状態で、プラグの金具にテスターをつなぎ通電がなけ

れば OK 

 

 

 

 

 

 

⑤ 電撃棒のスイッチを入れた状態で、電撃棒の針をテスターにつなぎ通電がなけれ

ばOK 

 

 

 

 

スイッチON→OFF 

スイッチON 

スイッチON 

自作すれば価格は
市販品の１／３
から１／５

慣れれば製作期間
は半日でOK

壊れた場合も自分
で補修可

利根沼田森林管理署
主任森林整備官 須藤 洋一
森林整備官 五十子 碧

①使用する部材・資材 ②使用する器具等 ③コードの加工

④配線 ⑤中間スイッチの接続

⑥電源プラグの接続 ⑦通電検査 ⑧各パーツの取付

⑨針カバーの作成 ⑩インバータの加工 ⑪バッテリーの接続

獣害(シカ）駆除用

電気止め刺し機を自作してみた
獣害(シカ）駆除用

電気止め刺し機を自作してみた

職員実行による有害鳥獣捕獲について
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